
学校番号 117 

平成 31年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 現代文Ｂ 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 改訂版「現代文Ｂ」（第一学習社） 

副教材等 

「頻出漢字マスター3000」（尚文出版）、「現代文単語」（桐原書店）、「センタ

ー試験 国語過去問題集総合版Ｈ25～30」（尚文出版）、「新国語便覧」（第一学

習社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

現代文では、主に語彙力と読解力とが問われます。前者を鍛えるには、漢字の学習、現代文の単語

の学習が必要です。後者を鍛えるには、語彙力の向上、および文章の構造を把握する力が必要です。

主に評論分野では、文章と文章との関係性（その文章（Ａ）は、別の文章（Ｂ）の、言い換え表現

なのか、補足説明なのか、対比表現なのか、具体例なのか、等々…）、各形式段落での筆者の主張、

各意味段落での筆者の主張、本文の論旨、などを正確に理解する力が求められます。小説分野では、

主に登場人物の心情に着目して読解する必要があります。「日本語は普段使用しているから、現代

文の学習はしなくても大丈夫」などと考えずに、しっかりと、継続的に、語彙力、読解力の向上に

努めましょう。また、センター試験の過去問題にも挑戦してもらいます。解く際は、解答時間を意

識し、徐々に速く、正確に読めるように心がけましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

１、 近代以降の様々な文章を的確に理解し、適切に表現する能力を高める。 

２、 近代以降の様々な文章を読むことで、ものの見方、感じ方、考え方を深める。 

３、 進んで表現し、読書することによって国語の向上をはかり、人生を豊かにする態度を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・

態度 
b:話す・聞く能力 c:書く能力 ｄ：読む能力 

 

e：知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で理解し、

表現する力を

進んで高める

とともに、国語

を尊重してそ

の向上を図ろ

うとしている。 

目的や場に応じて

効果的に話したり、

聞き取ったり、自分

の意見を明確に伝

えられるかをみる。 

基礎的な語句や慣

用句を理解し、様々

な表現に対応でき

るような力を実践

できる。 

文章を的確に読

み取ったり、目

的に応じて深く

読んだりして自

分の考えを発展

させている。 

伝統的な言語文化

及び言葉の特徴や

決まり、漢字など

について理解し、

知識を身につけて

いる。 

評
価
方
法 

何度も精読す

ることによっ

て全体の文章

の構成や筆者

の主張を理解

できているか

どうかを評価

する。 

教材ごとのテーマ

や、主張を理解し、

それに対しての自

己の考えを表現さ

せることによって

評価する。 

基礎的な語句をは

じめ、教材ごとの独

特な文体や修辞法

などを理解できて

いるかを評価する。 

筆者の主張を把

握しているかど

うか、定期考査

や小テストなど

によってその評

価を行う。 

漢字小テストや、

予習プリントでの

言語や文化的背景

に関する予習。 



上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d e 

１
学
期
前
半 

評
論
一
・ 

教材 

「写真の持つ力」 

（長倉洋海） 

 

 

 

センター過去問を解かせる 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

○ 

   

 

○ 

a 写真の持つ力につい

て考察する。 

b 現代のフォトジャー

ナリズムについて自分の

意見を発表する。 

ｅ 正しく理解し使いこ

なせることばの数を増や

している。 

「ジャーナリ

ズムに何が

できるのか」

という問につ

いての筆者

の答えを理

解する。 

小
説
一 

「骰子の七の目」 

（恩田陸） 

 

 

 

 

センター過去問を解かせる 

 

 

◎ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a 小説の持つ様々な可

能性について理解する。 

b 描写の視点について

考える。 

ｅ 小説の持つさまざま

な表現方法について理解

する。 

文中の具体

的 な 描 写

が、物語の

中でどのよう

な意味を持

つかを理解

する。 

 

１
学
期
後
半 

評
論
二 

「言語が見せる世界」 

（野矢茂樹） 

 

 

 

 

 

センター過去問を解かせる 

 

 

○ 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

a 「古典的概念観」と「プ

ロトタイプを重視する考

え方」の違いを理解する。 

b 「相貌を見る」とは何

かを考える。 

d 「世界を語りつくすこ

とはできない」とはどう

いうことかについて話し

合う。 

文中の「古典

的概念 観 」

「プロ トタ イ

プ」「普通の

物語」などの

概念につい

て理解する。 

 

評
論
二 

「檸檬」 

（梶井基次郎） 

 

 

 

 

センター過去問を解かせる 

 

 

○ 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a 「私」の心の変化につ

いて考える。 

ｂ 「私」をおもしろが

らせた考えを理解する。 

ｅ 小説の持つさまざま

な表現方法について理解

する。 

著者の想像

力や美的感

覚について

理解する。当

時の文化的

背景を理解

する。 



２
学
期
前
半 

詩
歌 

「私が一番きれいだったとき」 

（茨木のり子） 

「自然の背後に隠れて居る」 

（萩原朔太郎） 

 

 

センター過去問を解かせる 

 

 

○ 

 

 

◎ 

   

 

○ 

ａ それぞれの詩につい

て工夫して朗読する。 

ｂ 日本近代口語自由詩

の面白さについて話し合

う。 

ｅ 擬態語・擬声語の効

果について考える。 

詩を効果的

に朗読する

術を学ぶ。 

二つの詩を

比較し、表現

の奥深さを

学ぶ。 

 

小
説 

「舞姫」（参考 「高瀬舟」） 

（森鴎外） 

 

 

 

 

 

センター過去問を解かせる 

 

 

○ 

  

 

 

 

 

◎ 

 

 

○ 

ａ 近代二大作家の一人

である森鴎外の作品に親

しむ。 

ｄ 「豊太郎」の心情を

読み取る。 

ｅ 文体、韻律が上げて

いる効果について考え

る。 

 

二年次で学

習した夏目

漱石と比較

し、日本近代

が抱えてい

た問題につ

いて理解す

る。 

２
学
期
後
半 

評
論
三 

「コスモポリタニズムの可能

性」 

（河野哲也） 

 

 

 

 

 

 

センター過去問を解かせる 

 

 

◎ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

ａグローバル化について

基本的知識を理解する。 

ｂ コスモポリタニズム

が希求する「公平性と平

等性」とは何か考える。 

ｃ語句の難解さについて

細かく調べる。 

ｄテキスト以外の、現代

における様々な問題につ

いて調べる。 

現代の人間

や社会、文

化について

の問題点を

を理解して

いるかを評

価する。 

小
説
三 

「幼なじみたち」 

（遠藤周作） 

「枯野抄」 

（芥川龍之介） 

 

 

センター過去問を解かせる 

◎ ○   ○ ａ作者や教材への関心

度、筆者の世界的な評価

について学ぶ。 

ｂ人物造型について考え

る。 

ｅ世界の中の日本文学に

ついての評価を考える。 

作品の読後

に考えたこと

について 800

時程度で書

かせて発表

させる。 

３

学

期 

 

セ

ン

タ

ー

過

去

問 

 

 

副教材 

 

「センター試験過去問

題」 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

過去問題の「現代文」

本試験、追試験を授業

中に時間を設けて一題

ずつ解かせ、解説解答

を行う。 

 

 

マークシー

ト形式の問

いに慣れる

こと。自分

の読解力を

様々な分野

の評論で磨

き、自己評

価させる。 



 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力 

c:書く能力       d:読む能力  e:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


